


























はじめに 

母乳分泌の確立は広い意味での母児相互作用により育まれるものであり,母児いずれかに

母児相互作用を妨げる要因が存在すれば母乳分泌量に悪影響を及ぼすものと推測される。

特に母乳分泌に関連する新生児因子について検討するにあたっては産科的諸因子を考慮し

ながら,母乳分泌との関連を検討することが重要である。 

以上の観点より初年度は調査方法,統計処理の方法について調査項目を設定し,次年度は基

礎的検討として正常新生児群における母乳分泌量について検討した。今年度は異常児群と

正常新生児群についての検討も行い新生児因子の母乳分泌量に与える影響についてまとめ

たので報告する。 


